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１１．．２２００２２２２（（令令和和４４））年年度度関関西西支支部部活活動動ををふふりりかかええっってて（（支支部部長長  小小長長谷谷一一之之））  
2022年は、観光業界に甚大な影響を与えてきた約３年近くに及んだコロナ禍が漸くおちついてきた１年となり、

感染予防マネジメントをおこないながら、代表的な２大活動（中四国の会員・自治体応援のための「中四国現

地研修会」、関西地域の自治体応援のための「地区懇話会」）を無事、現地開催できました。特に、今年は３年

に１度のトリエンナーレである「瀬戸内国際芸術祭 2022」開催年であり、当方の研修会の４年周期と一致した

機会なので芸術祭特集としました。また「意見交換会」も、初等中等教育に「観光ビジネス」科目が入り非常

に重要性が増してきた「観光教育」について、中央の責任者や専門家に情報提供をいただき、活発な議論をお

こないました。いずれも関心高く多数の参加がありました。関係のみなさまに深く感謝申し上げます。 
２２．．２２００２２２２（（令令和和４４））年年度度関関西西支支部部活活動動ををふふりりかかええっってて（（副副支支部部長長  松松田田充充史史）） 
コロナ禍からの回復が着実に感じられるようになった 2022 年度。関西支部は対策を講じながら活発な活動をお

こないました。6 月に第 19 回意見交換会「観光教育のこれから」をテーマに実施。さらに 9 月には瀬戸内国際

芸術祭で活気づく小豆島（香川県）で中四国研修会を、11 月には地区懇話会を貝塚市と連携しておこないまし

た。また、観光学研究部会を 2 回（関係人口と観光・定住、中国の特色ある民宿の発展と観光業の変化に対応

する日本語観光教育について）、観光サロンを 1 回（瀬戸内国際芸術祭総説と瀬戸内地域の文化観光）を開催。

その他、NPO 観光力推進ネットワーク関西の講座や学生発表を学術面から応援いたしました。みなさまの参加

がこれらの活動を支えています。ぜひ支部活動のご理解ご支援をよろしくお願いいたします。 
 
３３．．支支部部活活動動１１『『関関西西支支部部総総会会』』おおよよびび『『第第１１９９回回  意意見見交交換換会会：：関関西西かからら観観光光立立国国・・立立圏圏

をを考考ええるる』』「「観観光光教教育育ののここれれかからら」」（（後後援援：：国国土土交交通通省省近近畿畿運運輸輸局局））  

【【総総会会】】（（１１））日日時時：：22002222 年年 55 月月 2211 日日（（土土））。。1177：：0000～～1177：：3300。。（（２２））会会場場：：ZZoooomm。。（（３３））議議案案  第第１１号号議議案案・・

22002211 年年度度活活動動報報告告ななららびびにに収収支支決決算算、、第第２２号号議議案案・・22002222 年年度度活活動動計計画画ななららびびにに収収支支予予算算案案。。無無事事終終了了ししままししたた。。  

【【意意見見交交換換会会】】（（１１））日日時時：：22002222 年年 66 月月 44 日日（（土土））。。1133：：0000～～1155：：3300。。（（２２））会会場場：：ZZoooomm（（※※阪阪南南大大学学ああべべののキキ

ャャンンパパススよよりり配配信信））。。（（３３））ププロロググララムム：：１１））支支部部長長挨挨拶拶・・趣趣旨旨説説明明：：日日本本観観光光研研究究学学会会関関西西支支部部長長  小小長長谷谷一一之之

（（大大阪阪公公立立大大学学大大学学院院都都市市経経営営研研究究科科副副研研究究科科長長・・教教授授））。。２２））特特別別講講演演：：「「関関西西ににおおけけるる観観光光政政策策のの現現状状」」国国

土土交交通通省省近近畿畿運運輸輸局局  観観光光部部長長  岡岡本本昇昇氏氏。。３３））基基調調講講演演「「高高等等学学校校学学習習指指導導要要領領のの改改訂訂とと観観光光（（ビビジジネネスス））教教
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育育」」文文部部科科学学省省初初等等中中等等教教育育局局参参事事官官（（高高等等学学校校担担当当））付付産産業業教教育育振振興興室室教教科科調調査査官官、、文文部部科科学学省省国国立立教教育育政政

策策研研究究所所教教育育課課程程研研究究セセンンタターー研研究究開開発発部部教教育育課課程程調調査査官官  田田中中圭圭氏氏。。４４））シシンンポポジジウウムム「「観観光光教教育育ののここれれかか

らら」」（（パパネネリリスストト））岡岡本本昇昇氏氏（（国国土土交交通通省省近近畿畿運運輸輸局局  観観光光部部長長  ※※特特別別講講演演者者））。。田田中中圭圭氏氏（（文文部部科科学学省省初初等等中中

等等教教育育局局参参事事官官（（高高等等学学校校担担当当））付付産産業業教教育育振振興興室室教教科科調調査査官官、、文文部部科科学学省省国国立立教教育育政政策策研研究究所所教教育育課課程程研研究究

セセンンタターー研研究究開開発発部部教教育育課課程程調調査査官官、、※※基基調調講講演演者者））。。鈴鈴鹿鹿剛剛氏氏（（四四国国大大学学経経営営情情報報学学部部／／地地域域教教育育・・連連携携セセンン

タターー准准教教授授））。。吉吉田田常常行行氏氏（（大大阪阪商商業業大大学学事事務務局局参参与与、、大大阪阪府府高高等等学学校校商商業業教教育育協協会会事事務務局局））。。前前田田武武彦彦氏氏（（神神

戸戸国国際際大大学学  経経済済学学部部  国国際際文文化化ビビジジネネスス・・観観光光学学科科  教教授授））。。（（ココーーデディィネネーータタ））松松田田充充史史（（関関西西支支部部副副支支部部長長・・

大大阪阪成成蹊蹊大大学学  教教授授））。。2022年度第 19 回意見交換会は、いま一番注目されている「観光教育」について、中央の

担当者と専門家をお招きし開催しました。新高等学校学習指導要領で商業科科目「観光ビジネス」が設置され

る中、「観光教育」について専門家の議論を行い、多数の参加があり、感心の高さを伺わされました。 

 

 

４４．．支支部部活活動動２２『『地地区区懇懇話話会会』』「「山山～～ままちち～～海海のの多多様様なな「「観観光光魅魅力力」」がが貝貝塚塚ののままちちのの価価値値をを

高高めめるる－－GGrreeeenn＆＆BBlluuee××FFoooodd＆＆CCuullttuurree－－」」（（主主催催：：日日本本観観光光研研究究学学会会関関西西支支部部主主催催、、後後援援：：

貝貝塚塚市市））【【日日時時】】２２００２２２２年年１１１１月月１１３３日日（（日日））99::1155 集集合合～～エエククススカカーーシショョンン、、1144::0000～～基基調調講講演演・・シシンンポポジジ

ウウムム【【会会場場】】貝貝塚塚市市役役所所  ６６階階多多目目的的ホホーールル★★「「地地区区懇懇話話会会ととはは？？」」日日本本観観光光研研究究学学会会のの関関西西支支部部でで毎毎年年、、自自治治

体体とと連連携携すするる地地域域大大会会でですす。。近近年年「「定定住住人人口口だだけけででななくく交交流流人人口口へへもも注注目目」」とといいうう政政策策でで一一般般的的なな住住宅宅都都市市やや

産産業業都都市市ででもも観観光光都都市市をを目目指指すすととこころろがが増増ええててききてておおりり、、ここれれままでで、、堺堺市市（（22001166 年年度度））、、池池田田市市（（22001177 年年度度））、、

河河内内長長野野市市（（22001188 年年度度））、、尼尼崎崎市市（（22002200 年年度度））、、高高槻槻市市（（22002211 年年度度））とと応応援援ししててききままししたた。。2022 年度は貝塚

市で開催することになりました。貝塚市は、山（和泉葛城）から海（大阪湾）まで連なる細長い市域に、自然

や温泉、グランピング、海浜公園などのアウトドアフィールド、水間観音や貝塚御坊・願泉寺や寺内町などの

歴史、水なすやたけのこ等の食文化、そして、それらを結ぶ水間鉄道など魅力資源がコンパクトに詰まってお

り、近年それらがリニューアルされつつあります。そうした状況を踏まえつつ、これからの貝塚の「観光」に

ついて語り合いました。【【ププロロググララムム詳詳細細】】●●第第１１部部：：市市内内見見学学（（エエククススカカーーシショョンン））99::1155～～1122::3300  ○○集集合合：：

水水間間鉄鉄道道  貝貝塚塚駅駅改改札札前前（（１１））水水間間鉄鉄道道のの乗乗車車体体験験（（貝貝塚塚駅駅→→水水間間観観音音））（（２２））周周辺辺ままちち並並みみをを歩歩いいてて水水間間観観音音

（（３３））以以降降、、ババスス移移動動、、いいぶぶききビビレレッッジジ（（大大阪阪府府立立農農業業公公園園））（（４４））二二色色のの浜浜府府営営公公園園・・市市民民のの森森（（５５））寺寺内内町町・・

貝貝塚塚御御坊坊「「願願泉泉寺寺」」●●第第２２部部（（シシンンポポジジウウムム））1144::0000～～1166::3300  〇〇貝貝塚塚市市長長  酒酒井井了了氏氏。。〇〇パパネネルルデディィススカカッッシシ

ョョンン＜＜パパネネララーー＞＞延延生生康康二二氏氏（（延延生生建建設設（（株株））代代表表取取締締役役社社長長））。。楠楠本本たたみみ子子氏氏（（木木積積地地区区タタケケノノココ農農家家））。。黒黒

岩岩功功氏氏（（SSDDGGｓｓLLAABBOO 代代表表））。。卜卜半半顕顕氏氏（（貝貝塚塚御御坊坊「「願願泉泉寺寺」」住住職職））。。＜＜ココーーデディィネネーータタ＞＞小小長長谷谷一一之之（（日日本本観観

光光研研究究学学会会関関西西支支部部長長、、大大阪阪公公立立大大学学大大学学院院都都市市経経営営研研究究科科副副研研究究科科長長・・教教授授））【総括】会場からも活発な提案

もあり、最後に以下の点を総括いたしました。１）水間や寺内町など多くの伝統ある観光資源に加えて、自然

観光拠点や浜辺・公園マネジメント・グランピング・ドローンなど新しい資源の拡大（ニュー＆トラッド観光
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都市貝塚）。天体観測・ドローン・キャンプなど子どもも遊べる学習都市でもある。２）現在観光の潮流がニュ

ーツーリズムに拡大しているが、そのキーコンテンツである「食と農のコンテンツ」「古い街並み歩き観光と町

家活用」もそろっている。３）他の都市と比べても国の進めるコンパクトシティに近く、鉄道で移動できる観

光資源がつまったコンパクト観光都市。「海貝塚（二色浜・寺内町）」「中貝塚（仙石・水間）」「山貝塚（奥水間）」

の３エリアが複合で楽しめる。これらの３地域と新旧の複数の観光資源魅力で滞在時間を拡大できる。４）「「ブブ

ルルーー（（海海貝貝塚塚））」」のの代代表表、、「「ググリリーーンン＋＋食食（（山山貝貝塚塚））」」のの代代表表、、「「食食（（中中貝貝塚塚））」」のの代代表表、、「「歴歴史史文文化化（（海海貝貝塚塚））のの

代代表表」」に素晴らしいお話をいただき感謝したい。今回は雨天にも関わらず約７０名の大盛況でした。市役所お

よび関係団体のみなさまのご協力に深く感謝申し上げます。（文責：原田弘之）

 

 

 

日日本本観観光光研研究究学学会会・・関関西西支支部部（（ＪＪＩＩＴＴＲＲ－－KKaannssaaii））  www.kankoryoku.jp 
ニニュューーズズレレタターー『『観観光光学学』』第第１１１１号号  ２２００２２２２年年度度版版（（２２００２２３３年年３３月月発発行行）） 

 ２ 

育育」」文文部部科科学学省省初初等等中中等等教教育育局局参参事事官官（（高高等等学学校校担担当当））付付産産業業教教育育振振興興室室教教科科調調査査官官、、文文部部科科学学省省国国立立教教育育政政

策策研研究究所所教教育育課課程程研研究究セセンンタターー研研究究開開発発部部教教育育課課程程調調査査官官  田田中中圭圭氏氏。。４４））シシンンポポジジウウムム「「観観光光教教育育ののここれれかか
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戸戸国国際際大大学学  経経済済学学部部  国国際際文文化化ビビジジネネスス・・観観光光学学科科  教教授授））。。（（ココーーデディィネネーータタ））松松田田充充史史（（関関西西支支部部副副支支部部長長・・

大大阪阪成成蹊蹊大大学学  教教授授））。。2022年度第 19 回意見交換会は、いま一番注目されている「観光教育」について、中央の

担当者と専門家をお招きし開催しました。新高等学校学習指導要領で商業科科目「観光ビジネス」が設置され

る中、「観光教育」について専門家の議論を行い、多数の参加があり、感心の高さを伺わされました。 

 

 

４４．．支支部部活活動動２２『『地地区区懇懇話話会会』』「「山山～～ままちち～～海海のの多多様様なな「「観観光光魅魅力力」」がが貝貝塚塚ののままちちのの価価値値をを

高高めめるる－－GGrreeeenn＆＆BBlluuee××FFoooodd＆＆CCuullttuurree－－」」（（主主催催：：日日本本観観光光研研究究学学会会関関西西支支部部主主催催、、後後援援：：

貝貝塚塚市市））【【日日時時】】２２００２２２２年年１１１１月月１１３３日日（（日日））99::1155 集集合合～～エエククススカカーーシショョンン、、1144::0000～～基基調調講講演演・・シシンンポポジジ

ウウムム【【会会場場】】貝貝塚塚市市役役所所  ６６階階多多目目的的ホホーールル★★「「地地区区懇懇話話会会ととはは？？」」日日本本観観光光研研究究学学会会のの関関西西支支部部でで毎毎年年、、自自治治

体体とと連連携携すするる地地域域大大会会でですす。。近近年年「「定定住住人人口口だだけけででななくく交交流流人人口口へへもも注注目目」」とといいうう政政策策でで一一般般的的なな住住宅宅都都市市やや

産産業業都都市市ででもも観観光光都都市市をを目目指指すすととこころろがが増増ええててききてておおりり、、ここれれままでで、、堺堺市市（（22001166 年年度度））、、池池田田市市（（22001177 年年度度））、、

河河内内長長野野市市（（22001188 年年度度））、、尼尼崎崎市市（（22002200 年年度度））、、高高槻槻市市（（22002211 年年度度））とと応応援援ししててききままししたた。。2022 年度は貝塚

市で開催することになりました。貝塚市は、山（和泉葛城）から海（大阪湾）まで連なる細長い市域に、自然

や温泉、グランピング、海浜公園などのアウトドアフィールド、水間観音や貝塚御坊・願泉寺や寺内町などの

歴史、水なすやたけのこ等の食文化、そして、それらを結ぶ水間鉄道など魅力資源がコンパクトに詰まってお

り、近年それらがリニューアルされつつあります。そうした状況を踏まえつつ、これからの貝塚の「観光」に

ついて語り合いました。【【ププロロググララムム詳詳細細】】●●第第１１部部：：市市内内見見学学（（エエククススカカーーシショョンン））99::1155～～1122::3300  ○○集集合合：：

水水間間鉄鉄道道  貝貝塚塚駅駅改改札札前前（（１１））水水間間鉄鉄道道のの乗乗車車体体験験（（貝貝塚塚駅駅→→水水間間観観音音））（（２２））周周辺辺ままちち並並みみをを歩歩いいてて水水間間観観音音

（（３３））以以降降、、ババスス移移動動、、いいぶぶききビビレレッッジジ（（大大阪阪府府立立農農業業公公園園））（（４４））二二色色のの浜浜府府営営公公園園・・市市民民のの森森（（５５））寺寺内内町町・・

貝貝塚塚御御坊坊「「願願泉泉寺寺」」●●第第２２部部（（シシンンポポジジウウムム））1144::0000～～1166::3300  〇〇貝貝塚塚市市長長  酒酒井井了了氏氏。。〇〇パパネネルルデディィススカカッッシシ

ョョンン＜＜パパネネララーー＞＞延延生生康康二二氏氏（（延延生生建建設設（（株株））代代表表取取締締役役社社長長））。。楠楠本本たたみみ子子氏氏（（木木積積地地区区タタケケノノココ農農家家））。。黒黒

岩岩功功氏氏（（SSDDGGｓｓLLAABBOO 代代表表））。。卜卜半半顕顕氏氏（（貝貝塚塚御御坊坊「「願願泉泉寺寺」」住住職職））。。＜＜ココーーデディィネネーータタ＞＞小小長長谷谷一一之之（（日日本本観観

光光研研究究学学会会関関西西支支部部長長、、大大阪阪公公立立大大学学大大学学院院都都市市経経営営研研究究科科副副研研究究科科長長・・教教授授））【総括】会場からも活発な提案

もあり、最後に以下の点を総括いたしました。１）水間や寺内町など多くの伝統ある観光資源に加えて、自然

観光拠点や浜辺・公園マネジメント・グランピング・ドローンなど新しい資源の拡大（ニュー＆トラッド観光
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 ４ 

５５．．支支部部活活動動３３「「観観光光学学研研究究部部会会」」  
（（１１））第第１１回回観観光光学学研研究究部部会会  【【日日時時】】２２００２２２２年年１１００月月２２５５日日（（火火））2200：：
0000～～【【会会場場】】オオンンラライインン（（ZZoooomm））【【テテーーママ】】「「関関係係人人口口とと観観光光・・定定住住」」【【講講

師師】】田田中中輝輝美美（（たたななかかててるるみみ））氏氏（（島島根根県県立立大大学学地地域域政政策策学学部部准准教教授授／／ロロ

ーーカカルル・・ジジャャーーナナリリスストト））。。  
（（２２））第第２２回回観観光光学学研研究究部部会会  【【日日時時】】２２００２２２２年年１１１１月月２２２２日日（（火火））2200：：
0000～～【【会会場場】】オオンンラライインン（（ZZoooomm））【【テテーーママ】】「「中中国国のの特特色色ああるる民民宿宿のの発発展展

とと観観光光業業のの変変化化にに対対応応すするる日日本本語語観観光光教教育育ににつついいてて」」【【講講師師】】石石文文（（せせききぶぶ

んん））氏氏（（桂桂林林旅旅游游学学院院（（中中国国））准准教教授授））。。  
６６．．支支部部活活動動４４「「観観光光ササロロンン」」  
（（１１））第第１１回回観観光光ササロロンン  【【日日時時】】２２００２２３３年年１１月月２２４４日日（（火火））2200：：0000～～
【【会会場場】】オオンンラライインン（（ZZoooomm））【【テテーーママ】】「「瀬瀬戸戸内内国国際際芸芸術術祭祭総総説説とと瀬瀬戸戸内内

地地域域のの文文化化観観光光」」【【講講師師】】但但馬馬智智子子（（たたじじままととももここ））氏氏（（公公益益財財団団法法人人福福武武

財財団団アアーートトママネネジジメメンントト部部門門・・キキュュレレーータターー））（※）（本年度中四国研修会を企画・

調整をしていただいた）ベネッセアートサイト直島のアートプロデュースを行う専門家より、

研修会と関係し、瀬戸内海の備讃瀬戸を舞台とするベネッセアートサイト直島から瀬戸内国際

芸術祭へ至る設立経緯や現場の実践、瀬戸内発の芸術文化と観光との関係、瀬戸内のこれから

の文化を通じた観光における展望や課題などについて、幅広くお話しいただいた。 

７７．．支支部部活活動動５５『『中中四四国国現現地地研研修修会会』』「「瀬瀬戸戸内内国国際際芸芸術術祭祭とと小小豆豆島島のの観観光光戦戦略略」」  

【【会会場場】】小小豆豆島島【【日日時時】】２２００２２２２年年９９月月１１４４日日（（水水））～～１１５５日日（（木木））。。★★集集合合・・解解散散とともも「「高高松松港港」」。。〇〇現現地地集集

合合：：99 月月 1144 日日（（水水））1100 時時 3300 分分、、高高松松港港「「高高速速艇艇乗乗りり場場」」ににてて集集合合。。○○帰帰路路集集合合：：99 月月 1155 日日（（木木））1177 時時 3300分分、、

土土庄庄港港ににてて集集合合／／高高松松港港着着後後解解散散。。★★「「中中四四国国研研修修会会ととはは？？」」＝＝＞＞日日本本観観光光研研究究学学会会関関西西支支部部でではは、、中中四四国国地地

域域のの観観光光政政策策担担当当者者ととのの意意見見交交換換やや中中四四国国地地域域のの会会員員のの参参加加をを念念頭頭にに、、中中四四国国をを舞舞台台ととししたた研研修修会会をを開開催催ししてて

いいまますす。。22001144 年年度度はは太太平平洋洋岸岸のの高高知知県県（（黒黒潮潮町町のの砂砂浜浜美美術術館館））、、22001166 年年度度はは瀬瀬戸戸内内・・四四国国側側のの愛愛媛媛県県（（三三津津浜浜

地地区区・・道道後後温温泉泉・・松松山山市市等等））、、22001177 年年度度はは瀬瀬戸戸内内・・中中国国側側のの広広島島県県（（尾尾道道市市のの町町家家再再生生、、千千光光寺寺山山かかららのの坂坂のの

ままちち、、ししままななみみ海海道道等等））、、22001188 年年度度はは日日本本海海側側のの鳥鳥取取県県（（倉倉吉吉・・由由良良等等））、、22001199 年年度度はは四四国国・・徳徳島島県県内内陸陸部部（（にに

しし阿阿波波、、三三好好市市、、祖祖谷谷渓渓観観光光圏圏（（アアレレッッククススカカーーのの宿宿））））、、22002200 年年度度はは高高知知県県（（仁仁淀淀川川流流域域（（日日本本一一のの清清流流「「仁仁

淀淀ブブルルーー」」でで有有名名））、、22002211 年年度度はは愛愛媛媛県県西西部部（（大大洲洲とと内内子子））でで開開催催ししててききままししたた。。第８回目の２０２２年は、

３年に１度のトリエンナーレである「瀬戸内国際芸術祭 2022」開催年であり、当方の研修会の４年周期と一致

した機会なので瀬戸内国際芸術祭特集としました。瀬戸内国際芸術祭も広大ですので、「西部地域」「中部地

域（直島・豊島中心）」「東部地域（小豆島中心）」に３分類し、今回は、地域政策の研究もかねて香川県お

よび土庄町・小豆島町のお力添えで実施いたしました。【１日目】（前半実行委員長：松田充史）高松港に集

合し小豆島土庄港へ行き、着後、土庄町市街地の「迷路のまちエリア」作品を視察しました。その後、中部の

農村歌舞伎舞台、千牧田を訪れ、午後に東部の「福武ハウス」に行き、意見交換をおこないました。【２日目】

（後半実行委員長：堀内史朗・五嶋俊彦）南東部の醤（ひしお）の郷エリアの作品・醤油蔵を視察し、名所寒

霞渓を視察、作品を見て創作郷土料理をいただきました。そして、小豆島ふるさと村交流センターにて、町長

様、課長様、観光協会事務局長様以下の皆様と活発な意見交換会を実施しました。最後に三都半島エリア作品

の視察をおこない、土庄港から高速艇に乗り高松港着後解散いたしました。今回は、受け入れ先の皆様の多大

のご協力により、約２０名参加のたいへん実り多い研修が実施でき、無事終了することができました。特に、

香川県の今瀧課長補佐をはじめとする観光振興課のみなさま、岡野町長をはじめとする土庄町のみなさま、大

江町長をはじめとする小豆島町のみなさま、塩出事務局長をはじめとする小豆島観光協会のみなさま、田嶋知

子さんをはじめとする福武財団のみなさまに、あらためて、深く感謝を申し上げます。（文責：松田充史） 
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８８．．支支部部活活動動６６  関関西西支支部部幹幹事事会会開開催催記記録録（（２２００２２２２年年度度））  
 第１回 ２０２２年４月２６日（火）19：30～ 会場：オンライン（Zoom） 
 第２回 ２０２２年５月２１日（土）18：00～ 会場：オンライン（Zoom）（曜日変更・総会と合わせる） 
 第３回 ２０２２年６月２８日（火）19：30～ 会場：オンライン（Zoom） 
 第４回 ２０２２年７月２６日（火）19：30～ 会場：オンライン（Zoom） 
 第５回 ２０２２年９月２７日（火）19：30～ 会場：オンライン（Zoom） 
 第６回 ２０２２年１０月２５日（火）19：00～ 会場：オンライン（Zoom） 
 第７回 ２０２２年１１月２２日（火）19：00～ 会場：オンライン（Zoom） 
 第８回 ２０２２年１２月２７日（火）19：30～ 会場：オンライン（Zoom） 
 第９回 ２０２３年１月２４日（火）19：00～ 会場：オンライン（Zoom） 
 第１０回 ２０２３年２月２８日（火）19：30～ 会場：オンライン（Zoom） 
 第１１回 ２０２３年３月２８日（火）19：30～ 会場：オンライン（Zoom） 
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５５．．支支部部活活動動３３「「観観光光学学研研究究部部会会」」  
（（１１））第第１１回回観観光光学学研研究究部部会会  【【日日時時】】２２００２２２２年年１１００月月２２５５日日（（火火））2200：：
0000～～【【会会場場】】オオンンラライインン（（ZZoooomm））【【テテーーママ】】「「関関係係人人口口とと観観光光・・定定住住」」【【講講

師師】】田田中中輝輝美美（（たたななかかててるるみみ））氏氏（（島島根根県県立立大大学学地地域域政政策策学学部部准准教教授授／／ロロ

ーーカカルル・・ジジャャーーナナリリスストト））。。  
（（２２））第第２２回回観観光光学学研研究究部部会会  【【日日時時】】２２００２２２２年年１１１１月月２２２２日日（（火火））2200：：
0000～～【【会会場場】】オオンンラライインン（（ZZoooomm））【【テテーーママ】】「「中中国国のの特特色色ああるる民民宿宿のの発発展展

とと観観光光業業のの変変化化にに対対応応すするる日日本本語語観観光光教教育育ににつついいてて」」【【講講師師】】石石文文（（せせききぶぶ

んん））氏氏（（桂桂林林旅旅游游学学院院（（中中国国））准准教教授授））。。  
６６．．支支部部活活動動４４「「観観光光ササロロンン」」  
（（１１））第第１１回回観観光光ササロロンン  【【日日時時】】２２００２２３３年年１１月月２２４４日日（（火火））2200：：0000～～
【【会会場場】】オオンンラライインン（（ZZoooomm））【【テテーーママ】】「「瀬瀬戸戸内内国国際際芸芸術術祭祭総総説説とと瀬瀬戸戸内内

地地域域のの文文化化観観光光」」【【講講師師】】但但馬馬智智子子（（たたじじままととももここ））氏氏（（公公益益財財団団法法人人福福武武

財財団団アアーートトママネネジジメメンントト部部門門・・キキュュレレーータターー））（※）（本年度中四国研修会を企画・

調整をしていただいた）ベネッセアートサイト直島のアートプロデュースを行う専門家より、

研修会と関係し、瀬戸内海の備讃瀬戸を舞台とするベネッセアートサイト直島から瀬戸内国際

芸術祭へ至る設立経緯や現場の実践、瀬戸内発の芸術文化と観光との関係、瀬戸内のこれから

の文化を通じた観光における展望や課題などについて、幅広くお話しいただいた。 

７７．．支支部部活活動動５５『『中中四四国国現現地地研研修修会会』』「「瀬瀬戸戸内内国国際際芸芸術術祭祭とと小小豆豆島島のの観観光光戦戦略略」」  

【【会会場場】】小小豆豆島島【【日日時時】】２２００２２２２年年９９月月１１４４日日（（水水））～～１１５５日日（（木木））。。★★集集合合・・解解散散とともも「「高高松松港港」」。。〇〇現現地地集集

合合：：99 月月 1144 日日（（水水））1100 時時 3300 分分、、高高松松港港「「高高速速艇艇乗乗りり場場」」ににてて集集合合。。○○帰帰路路集集合合：：99 月月 1155 日日（（木木））1177 時時 3300分分、、

土土庄庄港港ににてて集集合合／／高高松松港港着着後後解解散散。。★★「「中中四四国国研研修修会会ととはは？？」」＝＝＞＞日日本本観観光光研研究究学学会会関関西西支支部部でではは、、中中四四国国地地

域域のの観観光光政政策策担担当当者者ととのの意意見見交交換換やや中中四四国国地地域域のの会会員員のの参参加加をを念念頭頭にに、、中中四四国国をを舞舞台台ととししたた研研修修会会をを開開催催ししてて

いいまますす。。22001144 年年度度はは太太平平洋洋岸岸のの高高知知県県（（黒黒潮潮町町のの砂砂浜浜美美術術館館））、、22001166 年年度度はは瀬瀬戸戸内内・・四四国国側側のの愛愛媛媛県県（（三三津津浜浜

地地区区・・道道後後温温泉泉・・松松山山市市等等））、、22001177 年年度度はは瀬瀬戸戸内内・・中中国国側側のの広広島島県県（（尾尾道道市市のの町町家家再再生生、、千千光光寺寺山山かかららのの坂坂のの

ままちち、、ししままななみみ海海道道等等））、、22001188 年年度度はは日日本本海海側側のの鳥鳥取取県県（（倉倉吉吉・・由由良良等等））、、22001199 年年度度はは四四国国・・徳徳島島県県内内陸陸部部（（にに

しし阿阿波波、、三三好好市市、、祖祖谷谷渓渓観観光光圏圏（（アアレレッッククススカカーーのの宿宿））））、、22002200 年年度度はは高高知知県県（（仁仁淀淀川川流流域域（（日日本本一一のの清清流流「「仁仁

淀淀ブブルルーー」」でで有有名名））、、22002211 年年度度はは愛愛媛媛県県西西部部（（大大洲洲とと内内子子））でで開開催催ししててききままししたた。。第８回目の２０２２年は、

３年に１度のトリエンナーレである「瀬戸内国際芸術祭 2022」開催年であり、当方の研修会の４年周期と一致

した機会なので瀬戸内国際芸術祭特集としました。瀬戸内国際芸術祭も広大ですので、「西部地域」「中部地

域（直島・豊島中心）」「東部地域（小豆島中心）」に３分類し、今回は、地域政策の研究もかねて香川県お

よび土庄町・小豆島町のお力添えで実施いたしました。【１日目】（前半実行委員長：松田充史）高松港に集

合し小豆島土庄港へ行き、着後、土庄町市街地の「迷路のまちエリア」作品を視察しました。その後、中部の

農村歌舞伎舞台、千牧田を訪れ、午後に東部の「福武ハウス」に行き、意見交換をおこないました。【２日目】

（後半実行委員長：堀内史朗・五嶋俊彦）南東部の醤（ひしお）の郷エリアの作品・醤油蔵を視察し、名所寒

霞渓を視察、作品を見て創作郷土料理をいただきました。そして、小豆島ふるさと村交流センターにて、町長

様、課長様、観光協会事務局長様以下の皆様と活発な意見交換会を実施しました。最後に三都半島エリア作品

の視察をおこない、土庄港から高速艇に乗り高松港着後解散いたしました。今回は、受け入れ先の皆様の多大

のご協力により、約２０名参加のたいへん実り多い研修が実施でき、無事終了することができました。特に、

香川県の今瀧課長補佐をはじめとする観光振興課のみなさま、岡野町長をはじめとする土庄町のみなさま、大

江町長をはじめとする小豆島町のみなさま、塩出事務局長をはじめとする小豆島観光協会のみなさま、田嶋知

子さんをはじめとする福武財団のみなさまに、あらためて、深く感謝を申し上げます。（文責：松田充史） 
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９９．．支支部部活活動動７７  ＮＮＰＰＯＯ法法人人「「観観光光力力推推進進ネネッットトワワーークク・・関関西西」」のの応応援援とと協協働働  

（（１１））ＮＮＰＰＯＯ法法人人「「観観光光力力推推進進ネネッットトワワーークク・・関関西西」」本本年年度度をを振振りり返返っってて（（理理事事長長挨挨拶拶））原原一一樹樹  
社会全体がコロナ禍からの回復過程にあった 2022 年度、NPO 活動も或る程度コロナ禍前の形を取り戻すこと

ができました。観光マネジメント講座は本年度までオンライン開催としましたが、学生連絡協議会の学生達は、

城崎温泉就業研修、貝塚市ワークショップ、京都・嵐山での歴史文化体験、大阪・岸和田での自然体験、６大

学１４チームが対面で参加した第９回学生研究発表会など、様々な形で観光学修や交流に取り組みました。国

際観光・国内観光が再活性化する 2023 年度、更に活発に取組みを進めていければと考えています。 
（（２２））ＮＮＰＰＯＯ法法人人「「観観光光力力推推進進ネネッットトワワーークク・・関関西西」」本本年年度度をを振振りり返返っってて（（副副理理事事長長挨挨拶拶））小小長長谷谷一一之之  
2022 年度は、毎年恒例の「歴史文化体験」「城崎研修」「研究発表」の３事業に加え、学会でも応援した「貝塚

市とのワークショップ」、「岸和田での自然観光体験」などの地域プロジェクトの企画があり、例年になく一層

活発に活動をおこないました。関係のみなさまのご協力に感謝いたします。今後とも宜しくお願いします。 
（（３３））ＮＮＰＰＯＯ法法人人「「観観光光力力推推進進ネネッットトワワーークク・・関関西西」」本本年年度度をを振振りり返返っってて（（副副理理事事長長挨挨拶拶））高高根根沢沢均均  
2022 年度はようやくコロナ禍を乗り越えて観光が本格的に再始動するなか、NPO としても活発に活動を展開

することができました。城崎での宿泊研修・インターンシップ体験をはじめ、秋の京都歴史文化体験に加えて、

あらたに冬に自然体験として岸和田市でのミカン収穫体験を実施し、貝塚市の後援利活用ワークショップにも

参加しました。また２月の学生研究発表会も 3 年ぶりに対面で開催し、観光を学ぶ各大学の学生が多数集まっ

て研究交流を行うことができました。2023 年度も引き続き活発な活動を目指していきたいと思います。 
（（４４））第第１１７７回回「「地地域域創創造造ののたためめのの観観光光ママネネジジメメンントト講講座座」」のの開開催催（（今今年年ははオオンンラライインンでで３３日日間間））  
【【日日時時】】★★全全８８回回３３日日間間すすべべてて土土曜曜（（22002233 年年 11 月月 77 日日・・2211 日日・・2288 日日））【【会会場場】】オオンンラライインン ZZoooomm。。【【ププロロググララムム】】

●●第第１１日日目目１１月月７７日日（（土土））【【スステテッッププ１１：：地地域域創創造造型型観観光光のの基基盤盤：：地地域域資資源源のの再再発発見見とと再再評評価価のの方方法法】】第第１１回回（（1133::0000～～1144::1100））

「「「「地地」」のの観観光光ととししててののエエココミミュューージジアアムム」」吉吉兼兼秀秀夫夫（（京京都都外外国国語語大大学学特特任任教教授授））。。第第２２回回（（1144::2200～～1155::3300））「「見見ええなないい宝宝をを

探探しし、、創創りりだだすすココンンテテンンツツツツーーリリズズムム」」原原一一樹樹（（京京都都外外国国語語大大学学教教授授））。。第第３３回回（（1155::4400～～1166::5500））「「ヘヘルルススツツーーリリズズムムとと地地域域

創創造造」」辻辻本本千千春春（（流流通通科科学学大大学学非非常常勤勤講講師師））。。●●第第２２日日目目１１月月２２１１日日（（土土））【【スステテッッププ２２：：地地域域創創造造型型観観光光のの計計画画：：地地域域資資源源

のの観観光光へへのの活活用用方方法法】】第第４４回回（（1133::0000～～1144::1100））「「観観光光ママネネジジメメンントトととままちちづづくくりりのの計計画画」」小小阪阪昌昌裕裕（（地地域域計計画画建建築築研研究究所所主主

幹幹））。。第第５５回回（（1144::2200～～1155::3300））「「ププロロモモーーシショョンンととイイベベンントトのの活活用用方方法法」」桑桑田田政政美美（（大大阪阪公公立立大大学学院院客客員員教教授授））。。第第６６回回（（1155::4400

～～1166::5500））「「地地域域創創造造型型観観光光ののママネネジジメメンントト～～成成功功事事例例かかららみみるる７７つつのの原原則則～～」」小小長長谷谷一一之之（（大大阪阪公公立立大大学学大大学学院院教教授授））。。●●

第第３３日日目目１１月月２２８８日日（（土土））【【スステテッッププ３３：：地地域域創創造造型型観観光光のの運運営営：：事事業業継継続続のの方方法法】】第第７７回回（（1133::0000～～1144::1100））「「事事業業推推進進ののたた

めめのの制制度度のの活活用用とと資資金金のの調調達達」」金金井井萬萬造造（（立立命命館館大大学学客客員員教教授授））。。第第８８回回（（1144::2200～～1155::3300））「「顧顧客客とと地地域域人人材材ののママーーケケテティィンン

ググ－－ＣＣＳＳ／／ＮＮＰＰＳＳとと人人材材ココンンピピテテンンシシーーのの視視点点かからら－－」」森森山山正正（（大大阪阪観観光光大大学学特特命命教教授授））。。  

（（５５））観観光光力力ネネッットト・・学学生生連連絡絡協協議議会会（（学学連連協協））のの応応援援  
１１））学学連連協協【【歴歴史史・・文文化化体体験験】】「「和和菓菓子子作作成成体体験験ツツアアーー」」（（京京都都：：嵐嵐山山））【実施日】２０２２年１１月１２日（土）

10:30～16:00【参加大学】関西国際大学、神戸国際大学（５０音順）【参加人数】８名【当日の行程】ＪＲ嵯峨

嵐山駅に集合した後、京都の老舗「甘春堂」さんに移動し、１時間半ほど和菓子作り体験を行いました。その

後、嵐山中心部がかなりの人出で混雑していたことを踏まえ、当初予定を変更し、門跡寺院として格式の高さ

を誇る大覚寺を拝観しました。最後に嵐山の竹林や野宮神社を散策し秋の京都を楽しみました。 

 
２２））学学連連協協【【地地域域連連携携ププロロジジェェククトト】】「「城城崎崎宿宿泊泊研研修修」」【実施日】２０２２年①７月２日（土）～３日（日）、②
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７月９日（土）～１０日（日）【記録】地元の案内人の方と一緒に城崎温泉街について街歩き研究を行いました。

７つの外湯のいわれや皇族や有名人の泊まる風格のある旅館の説明など、町の歴史と特色について知識を深め

ることができました。また、周辺地域観光プランのためのＥＶバイクの試乗をしました。 

 

３３））学学連連協協【【地地域域連連携携ププロロジジェェククトト】】「「城城崎崎イインンタターーンンシシッッププ＋＋研研究究発発表表会会」」【実施日】２０２２年①９月１日

（木）～６日（火）３名、②９月８日（木）～１３日（火）７名、③９月１５日（木）～２０日（火）１０名

＝＞発表会１０月２日（日）【研究内容】地域を盛り上げるため「外国人誘客に効果のある FaceBook の活用法」

「旅館のバリアフリー化（スロープや滑り止めのアイデア）」「城崎ゲーム企画・キャラクターコラボ・手持ち

花火、夏・秋祭り等のイベントのより強力なＳＮＳ発信」「伝統工芸、手持ち提灯、農業体験等の体験型観光」

「文学観光、アクセス向上（コウノトリ空港から近畿以外の便を増やす）」「若者誘客に効果のあるインスタグ

ラムの活用（インフルエンサーや高校生、フォトコンテスト、変わった信号やポスト）」等アイデアが出ました。 

４４））学学連連協協【【地地域域連連携携ププロロジジェェククトト】】「「貝貝塚塚応応援援ののたためめのの市市民民庭庭園園ワワーーククシショョッッププ参参加加」」【実施日】２０２２年

①８月７日（日）、②１０月１６日、第 1 回目は市民の皆さんと「市民庭園」の利活用の方法について活発なデ

ィスカッションをおこないました。第２回目は、参加学生達がモニターとなり、「朝市・夜市」「カフェ」「子ど

もの遊び場」としての庭園の利活用研究を、社会実験としておこないました。 

 

５５））学学連連協協【【地地域域連連携携ププロロジジェェククトト】】「「岸岸和和田田ににおおけけるる

自自然然観観光光体体験験」」【実施日】２０２２年１２月３日（木）

初の試みとして自然体験を実施しました。岸和田市に

ある北阪町観光農場にて「みかん収穫体験」を行いま

した。「カフェスペース」「素人向けレクチャー」「イン

スタ映えスポット」等のアイデアが出ました。 

６６））学学連連協協【【学学生生研研究究発発表表会会】】【実施日】２０２３年２月１３日（月）12：30～18：30。【会場】阪南大学あべ

のハルカスキャンパス【概要】１６チーム、参加大学は７大学でした。【発表例】「持続可能な観光の情報発信

（Ｚ世代と外国人観光客）」「韓流ブームとコリアタウンの関係性」「B&S プログラム・イン・高槻」「天下の台所 

大阪の食を楽しもう！」「観光地に関する公式ＨＰのプロモーション戦略」「奈良と神戸の比較」「紹興酒ツーリ

ズム」「三田市インバウンド観光支援」「南あわじ市における観光地域活性化」「いらっしゃい 商業とグルメの

町」「留学生のアンケートから考える日

本のインバウンド旅行」「国際交流バス

ツアーin 奈良」「嵯峨・嵐山における学

習コンテンツの提案」「伊丹空港におけ

るイベントのプロモーション研究」 
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９９．．支支部部活活動動７７  ＮＮＰＰＯＯ法法人人「「観観光光力力推推進進ネネッットトワワーークク・・関関西西」」のの応応援援とと協協働働  

（（１１））ＮＮＰＰＯＯ法法人人「「観観光光力力推推進進ネネッットトワワーークク・・関関西西」」本本年年度度をを振振りり返返っってて（（理理事事長長挨挨拶拶））原原一一樹樹  
社会全体がコロナ禍からの回復過程にあった 2022 年度、NPO 活動も或る程度コロナ禍前の形を取り戻すこと

ができました。観光マネジメント講座は本年度までオンライン開催としましたが、学生連絡協議会の学生達は、

城崎温泉就業研修、貝塚市ワークショップ、京都・嵐山での歴史文化体験、大阪・岸和田での自然体験、６大

学１４チームが対面で参加した第９回学生研究発表会など、様々な形で観光学修や交流に取り組みました。国

際観光・国内観光が再活性化する 2023 年度、更に活発に取組みを進めていければと考えています。 
（（２２））ＮＮＰＰＯＯ法法人人「「観観光光力力推推進進ネネッットトワワーークク・・関関西西」」本本年年度度をを振振りり返返っってて（（副副理理事事長長挨挨拶拶））小小長長谷谷一一之之  
2022 年度は、毎年恒例の「歴史文化体験」「城崎研修」「研究発表」の３事業に加え、学会でも応援した「貝塚

市とのワークショップ」、「岸和田での自然観光体験」などの地域プロジェクトの企画があり、例年になく一層

活発に活動をおこないました。関係のみなさまのご協力に感謝いたします。今後とも宜しくお願いします。 
（（３３））ＮＮＰＰＯＯ法法人人「「観観光光力力推推進進ネネッットトワワーークク・・関関西西」」本本年年度度をを振振りり返返っってて（（副副理理事事長長挨挨拶拶））高高根根沢沢均均  
2022 年度はようやくコロナ禍を乗り越えて観光が本格的に再始動するなか、NPO としても活発に活動を展開

することができました。城崎での宿泊研修・インターンシップ体験をはじめ、秋の京都歴史文化体験に加えて、

あらたに冬に自然体験として岸和田市でのミカン収穫体験を実施し、貝塚市の後援利活用ワークショップにも

参加しました。また２月の学生研究発表会も 3 年ぶりに対面で開催し、観光を学ぶ各大学の学生が多数集まっ

て研究交流を行うことができました。2023 年度も引き続き活発な活動を目指していきたいと思います。 
（（４４））第第１１７７回回「「地地域域創創造造ののたためめのの観観光光ママネネジジメメンントト講講座座」」のの開開催催（（今今年年ははオオンンラライインンでで３３日日間間））  
【【日日時時】】★★全全８８回回３３日日間間すすべべてて土土曜曜（（22002233 年年 11 月月 77 日日・・2211 日日・・2288 日日））【【会会場場】】オオンンラライインン ZZoooomm。。【【ププロロググララムム】】

●●第第１１日日目目１１月月７７日日（（土土））【【スステテッッププ１１：：地地域域創創造造型型観観光光のの基基盤盤：：地地域域資資源源のの再再発発見見とと再再評評価価のの方方法法】】第第１１回回（（1133::0000～～1144::1100））

「「「「地地」」のの観観光光ととししててののエエココミミュューージジアアムム」」吉吉兼兼秀秀夫夫（（京京都都外外国国語語大大学学特特任任教教授授））。。第第２２回回（（1144::2200～～1155::3300））「「見見ええなないい宝宝をを

探探しし、、創創りりだだすすココンンテテンンツツツツーーリリズズムム」」原原一一樹樹（（京京都都外外国国語語大大学学教教授授））。。第第３３回回（（1155::4400～～1166::5500））「「ヘヘルルススツツーーリリズズムムとと地地域域

創創造造」」辻辻本本千千春春（（流流通通科科学学大大学学非非常常勤勤講講師師））。。●●第第２２日日目目１１月月２２１１日日（（土土））【【スステテッッププ２２：：地地域域創創造造型型観観光光のの計計画画：：地地域域資資源源

のの観観光光へへのの活活用用方方法法】】第第４４回回（（1133::0000～～1144::1100））「「観観光光ママネネジジメメンントトととままちちづづくくりりのの計計画画」」小小阪阪昌昌裕裕（（地地域域計計画画建建築築研研究究所所主主

幹幹））。。第第５５回回（（1144::2200～～1155::3300））「「ププロロモモーーシショョンンととイイベベンントトのの活活用用方方法法」」桑桑田田政政美美（（大大阪阪公公立立大大学学院院客客員員教教授授））。。第第６６回回（（1155::4400

～～1166::5500））「「地地域域創創造造型型観観光光ののママネネジジメメンントト～～成成功功事事例例かかららみみるる７７つつのの原原則則～～」」小小長長谷谷一一之之（（大大阪阪公公立立大大学学大大学学院院教教授授））。。●●

第第３３日日目目１１月月２２８８日日（（土土））【【スステテッッププ３３：：地地域域創創造造型型観観光光のの運運営営：：事事業業継継続続のの方方法法】】第第７７回回（（1133::0000～～1144::1100））「「事事業業推推進進ののたた

めめのの制制度度のの活活用用とと資資金金のの調調達達」」金金井井萬萬造造（（立立命命館館大大学学客客員員教教授授））。。第第８８回回（（1144::2200～～1155::3300））「「顧顧客客とと地地域域人人材材ののママーーケケテティィンン

ググ－－ＣＣＳＳ／／ＮＮＰＰＳＳとと人人材材ココンンピピテテンンシシーーのの視視点点かからら－－」」森森山山正正（（大大阪阪観観光光大大学学特特命命教教授授））。。  

（（５５））観観光光力力ネネッットト・・学学生生連連絡絡協協議議会会（（学学連連協協））のの応応援援  
１１））学学連連協協【【歴歴史史・・文文化化体体験験】】「「和和菓菓子子作作成成体体験験ツツアアーー」」（（京京都都：：嵐嵐山山））【実施日】２０２２年１１月１２日（土）

10:30～16:00【参加大学】関西国際大学、神戸国際大学（５０音順）【参加人数】８名【当日の行程】ＪＲ嵯峨

嵐山駅に集合した後、京都の老舗「甘春堂」さんに移動し、１時間半ほど和菓子作り体験を行いました。その

後、嵐山中心部がかなりの人出で混雑していたことを踏まえ、当初予定を変更し、門跡寺院として格式の高さ

を誇る大覚寺を拝観しました。最後に嵐山の竹林や野宮神社を散策し秋の京都を楽しみました。 

 
２２））学学連連協協【【地地域域連連携携ププロロジジェェククトト】】「「城城崎崎宿宿泊泊研研修修」」【実施日】２０２２年①７月２日（土）～３日（日）、②
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（（写写真真））４４．．支支部部活活動動２２『『地地区区懇懇話話会会』』「「山山～～ままちち～～海海のの多多様様なな「「観観光光魅魅力力」」がが貝貝塚塚ののままちちのの価価値値をを高高めめるる」」 

（（写写真真））７７．．支支部部活活動動５５『『中中四四国国現現地地研研修修会会』』「「瀬瀬戸戸内内国国際際芸芸術術祭祭とと小小豆豆島島のの観観光光戦戦略略」」 
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